
 
 

 

 

坂ノ途中、 パプアニューギニア・タイ・インドネシアにおける、 

コーヒーサプライチェーンの脱炭素化のためのGXモデル構築調査が、 

経済産業省の令和6年度補正グローバルサウス未来志向型 

共創等事業費補助金（小規模実証・FS事業）に採択 
～コーヒー生産地の脱炭素化と所得確保の両立を目指す～ 

 

　株式会社坂ノ途中（本社：京都市、代表取締役：小野 邦彦）の海ノ向こうコーヒー事業部は、2025年8月1日、パプア

ニューギニア独立国・タイ王国・インドネシア共和国における、コーヒーサプライチェーンの脱炭素化のためのGXモデル

構築調査事業が、経済産業省の令和6年度補正グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金（小規模実証・FS

事業）に採択されたことをお知らせします。この度、採択された事業は、3か国における、コーヒー栽培から輸送までの生

産国におけるサプライチェーン全体の環境負荷を可視化し、温室効果ガスの排出削減と生産地での所得確保の両立を

実現するGXモデルの構築を目的としています。​

＊令和6年度補正グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金（小規模実証・FS事業）特設HP 

　　https://gs-hojo-web-fspoc.jp/index.html 

 

　海ノ向こうコーヒーは、東南アジアを中心に、日陰を好むコー

ヒーの特性を生かして森を守りながら農作物を育てる「アグロ

フォレストリー」を推進してきました。産地での栽培サポートか

ら、輸送、販売にまで携わり、現地で暮らす人々の雇用確保も

含めた持続可能なサプライチェーンの構築に取り組んでいま

す。 

 

　その一環として実施する今回の調査では、LCA（ライフサイク

ルアセスメント）分析*1を行うことで、生産、加工、輸送の各工程

で排出されるCO₂量を可視化し、排出要因を特定。実地調査で

資材利用や廃棄物処理の方法、エネルギー消費の実態を把握し、コーヒーサプライチェーンのどの過程で、どのような

GXモデル*2が必要とされるのかを明らかにします。さらに、アグロフォレストリーに加え、有機肥料の活用やバイオ炭の

施用、コーヒー残渣の再利用など、環境負荷を低減する技術的施策を検討し、パイロット実証を進めていきます。 

 

　こうした調査を通じて実現可能なGXモデルを構築し、将来的な他のコーヒー生産地域への展開も見据えています。

2025年12月にはEUDR（欧州森林破壊防止規則）*3が適用開始となるなど、森林破壊や生物多様性の損失への国際

的な関心が高まる中、栽培から輸送までの各工程の最適化を図ることで、持続可能なコーヒー生産の実現を目指しま

す。 

＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

株式会社坂ノ途中　広報担当：小西　TEL： 050-7111-4709　MAIL：pr@on-the-slope.com 

https://gs-hojo-web-fspoc.jp/index.html


 

 

*1 ライフサイクルアセスメント分析。製品やサービスの原材料の調達から廃棄やリサイクルに至るまでの各工程における環境負荷を定量的

に評価する分析方法。 

*2 グリーントランスフォーメーションモデル。エネルギーの転換やビジネスモデルの刷新、消費行動の変化を通じて持続可能な社会と経済

活動の両立を図る取り組み。具体的には、再生可能エネルギーへのシフト、カーボンニュートラルの実現、エネルギー効率化技術の導入な

どが含まれる。 

*3　森林減少防止を目的として、EU域内で流通する特定の品目に関し、当該品目の生産において森林減少を引き起こしていないことの確

認（森林デューデリジェンス）等を義務化する規則。 

農林水産省．（2024年）．「EUの森林減少防止に関する規則への対応について」https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/EUDR.html 
 

 海ノ向こうコーヒーについて 

ラオスやミャンマーなどアジアのスペシャルティコーヒーを中心に、世界30か国、100種類以上のコーヒー豆を販売。コー

ヒーの栽培方法や精製プロセスを向上し、資金や販路構築のサポートを通して、産地の豊かな環境や人々の暮らしを未

来につなぐことを目指しています。現在、ラオスでは、コーヒー生産を通して現地の生活基盤を支える、WFP（国連世界

食糧計画）との共同プロジェクトが進行中です。 
 

海ノ向こうコーヒーURL：https://uminomukou.com/ 
 

＜株式会社坂ノ途中＞ 

環境負荷の小さい農業を実践する生産者の増加を目指し、農薬や化学肥料不使用で栽培された農産物の販売を行って

います。全国約400軒の生産者と提携し、うち約8割が新規就農者です。「坂ノ途中の研究室」では、自治体や大学、企

業と連携した調査や研究、就農希望者向けの研修などを実施。農業分野を代表するソーシャルベンチャーとして事業成

長を続けています。 

京都市「これからの1000年を紡ぐ企業」、経済産業省「地域未来牽引企業」、「J-Startup Impact」など、受賞多数。「行政

との連携実績のあるスタートアップ100選」にも掲載。 
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